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４ 会議内容 

 

基地渉外課（河村）： 

 定刻前ではありますが、準備が整いましたのではじめさせていただきます。この際、

ご報告申し上げます。吉田委員より、事前に、本日の会議を欠席する旨のご連絡をい

ただいております。委員の皆様には、ご了承いただきたいと存じます。ただ今から、

三沢市基地対策審議会を開会いたします。はじめに審議会の開催にあたり、種市市長

よりごあいさつ申し上げます。 

種市市長： 

 一言ごあいさつ申し上げます。種市会長はじめ審議会委員の皆様には、常日頃より

市政運営に対し、格別のご理解とご協力を賜り、衷心より厚く御礼申し上げます。さ

て、最近の三沢基地を取り巻く情勢につきましては、皆様、既にご承知のとおり、国

から基地の運用等に関するさまざまな変更が伝えられております。先般、ご説明申し

上げました在日米軍再編に係る訓練移転の拡充につきましても、市議会や市内関係団

体からのご意見、さらには審議会からのご意見を踏まえ、総合的に検討した結果、受

け入れはやむを得ないとの判断をいたした次第であります。いずれにいたしましても、

基地問題に関しましては、今後とも市民生活への影響を最優先課題の一つととらえ、

基地に関わるさまざまな状況の変化を注視しながら、迅速かつ適切に対処してまいり

ますので、皆様には、さらなるご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。なお

本日は、１月中旬に、国から連絡のあった、米空軍無人偵察機グローバル･ホークの

三沢基地への一時展開について、諮問事項ではございませんが、その経過等を事務局

よりご説明申し上げます。また、三沢基地に関する諸報告として、昨年度からの事件･

事故の状況につきましても、あわせてご報告申し上げますので、委員の皆様には、忌

憚のないご意見をいただきますようお願い申し上げごあいさつといたします。 

基地渉外課（河村）： 

 続きまして、種市会長よりごあいさつ申し上げます。 

種市会長： 

一言ご挨拶申し上げます。本日は審議会を招集したところ、お忙しい中にもかかわ

らずご出席をいただきまして誠にありがとうございます。また委員の皆様には、去る

２月２１日に引き続き、招集に応じていただきまして、重ねて御礼申し上げます。申

し上げるまでもなく、当審議会は、市長からの諮問に応じ、当市における基地問題を

審議するという役割を担っております。本日は、先般同様、市長からの諮問事項では

ございませんが、事務局より基地の運用の変更等について、特に説明したい事項があ

るとのことで審議会を招集した次第であります。昨今の基地動向につきましては、訓

練移転の拡充の件をはじめ、さまざまなことが報道されておりますが、私ども審議会

といたしましては、審議会活動を通して、当市の基地対策の一助となるべく、意見や

提言を行ってまいりたいと考えております。最後になりますが、委員の皆様方には、

審議会運営にご協力を賜りますようお願い申し上げまして私からのあいさつといた



します。 

基地渉外課（河村）： 

 ありがとうございました。なお、種市市長におかれましては、他の公務のためここ

でご退席となりますので、ご了承いただきたいと存じます。 

（種市市長退席） 

基地渉外課（河村）： 

それでは、三沢市基地対策審議会条例第４条第２項により、本審議会の議長は会長

が務めることとなっておりますので、種市会長には議長をお願い申し上げます。 

種市会長： 

 それでは、米空軍無人偵察機グローバル・ホークの三沢基地への一時展開について、

事務局から説明願います。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

それではご説明させていただきます。はじめに、本日は次第のほかに、資料１、資

料２、資料３と用意させていただきましたが、まずは資料１及び資料２に沿ってご説

明させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。それでは米空軍無

人偵察機グローバル・ホークの三沢基地への一時展開についてご説明いたします。資

料１の１頁をご覧ください。はじめに概要であります。このグローバル・ホークは、

高高度滞空型無人偵察機であり、民間機が通常飛行している高度約１０，０００メー

トルのはるか上空、高度約１５，０００メートル以上で飛行し、情報収集を行うもの

であり、攻撃能力はありません。大きさ等は、ページ右側に大きさの比較イメージと

性能等がございますが、主翼の全長は約４０メートルとなっております。運用実績と

いたしましては、アフガニスタンやイラクへの展開のほか、東日本大震災時の原発上

空からの撮影等にも使われました。次に２頁をご覧下さい。一時展開につきましては、

高度な能力を国内に配備することで、日本及び地域の安全に一層寄与することが、ツ

ー・プラス・ツーなどの日米間で確認されたこと。また現在、グアムを拠点としてい

るグローバル・ホークが、台風等悪天候の影響により大きな制約をうけていることか

ら、夏季において安定的な運用が可能な基地が必要なことなどにより、三沢飛行場が

展開先となったものであります。展開部隊といたしましては、グローバル・ホーク、

ブロック３０型２機であり、このブロック３０型というのは、０型、１０型、２０型、

３０型と改良が進められてきております。グローバル・ホーク２機の展開に伴っての

パイロットや整備士等は約４０名程度であり、展開中は基地内に居住の予定となって

おります。展開期間は、通常、毎年５月頃から１０月頃までを予定しております。３

頁をご覧下さい。運用方法は、通常、週２回程度であり、離発着時は、三沢に展開し

ているパイロットが地上より操縦を行い、一定高度に達した段階で、米本土のパイロ

ットが地上から操縦を行います。次に安全運用の確保についてであります。機体の安

全性については、ブロック３０型は、これまで重大な事故は起こしていないとのこと

であり、通信が一時的に不通となった場合は、計画どおりの飛行か、出発地に着陸す

るプログラムが入力されているほか、自動で着陸する機能も有しております。また、



飛行に関し、他の航空機と同様、管制の指示、飛行計画の承認等には服することとな

りますし、原子力関連施設上空は回避し、民間航空路への影響を最小限にルートを設

定し飛行するとのことであります。民間航空機等への影響については、三沢飛行場離

発着において、民間航空機に影響が出ないよう調整、事前に飛行計画を調整、離陸後、

太平洋上の自衛隊訓練空域に進出し、民間航空機が使用する高度を上回る高度まで上

昇するなど、民間航空機への影響を最小限にするとのことであります。４頁をご覧下

さい。騒音に関しましては、Ｆ１６戦闘機との比較で、約３００メートル離れて、グ

ローバル・ホークは約７６デシベル、Ｆ１６は約１０７デシベルとなっております。

以上がグローバル・ホーク一時展開に関しての概要であります。次に各団体等からの

ご意見についてご説明いたします。資料２をご覧いただきたいと思います。市といた

しましては、防衛省からの連絡を受け、しかるべき時期をとらえ、グローバル・ホー

クの一時展開に対する当市の考えを表明するため、市内主要団体等から、本件に関す

るご意見を伺ったところでありますので、その概要についてご説明申し上げます。は

じめにＪＡおいらせ、「通信が不通になった場合には自動で着陸するなどの試験飛行

はやっていると思うが、万が一のことがないように、機体の整備はもちろんのこと、

運航するパイロットの訓練や教育を徹底し、安全な運航に努め、住民を不安に陥れな

いようにしていただきたい。」でございます。次に三沢市観光協会、「国と米軍が協議

した結果であることを踏まえ、やむを得ないと考えるが、地域住民の安全や騒音問題

には万全を期していただくとともに、原子力関連施設の上空回避は確実に行っていた

だきたい。また、可能な限りの速やかな情報開示に努めていただきたい。」でござい

ます。次に三沢市商工会、「グローバル・ホークの一時展開については、地域住民の

安全を含め安定政策への配慮をお願いしたい。」でございます。次に三沢市漁業協同

組合、「三沢基地の使用は、グアムの台風シーズンである５月から１０月までの期間

に、週２回程度の飛行を計画しているというが、無人機ということで一番に安全性が

心配される。一時展開するブロック３０型は、これまで大きな事故はないというが、

大型の無人機ということでとても心配である。陸地はもちろんであるが、海は我々漁

業者の生業の場であるので、絶対に事故のないよう安全第一の運用に努めていただき

たい。なお、漁業に支障をきたすことがあった場合には、市の協力のもと、国の責任

において、適切に対処していただきたい。」でございます。次に三沢基地周辺町内連

合会、「無人偵察機の一時展開によって、何らかの障害や問題が生じたときには、国

の責任で迅速に対応、対処していただき、その結果を、市を通じて我々にも教えてい

ただきたい。」でございます。最後に三沢市連合町内会、「一時展開ということで、新

たな部隊が来るわけであるから、事件・事故等を起こさないよう対処してほしい。ま

た、安全飛行を含め住民対策をしっかり行ってほしい。」でございます。以上が市内

６団体からのご意見でございます。また本日、午前１０時から、三沢市議会基地対策

特別委員会が開催され、市内６団体からの意見をご報告申し上げるとともに、委員会

としてのご意見を拝聴したところでありますが、委員会では、「日米安全保障条約に

基づく行為であることは理解するが、市民の生命・財産を守る観点からすれば一層強



い気持ちで、国に対して住民対策を要望して行くべきである。」との意見、また、「市

としての意見は、しっかりとした国の対応を見てからでもよいのではないか。」との

意見があったところでございます。以上が、米空軍無人偵察機グローバル・ホークの

三沢基地への一時展開についての説明でありますが、必要に応じて質疑をお受けしつ

つ、今後、市としての考えを表明するために、委員の皆様からのご意見も頂戴したい

と考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

種市会長： 

 それでは、ただ今の説明に対しまして、まず質疑応答を行いたいと思います。委員

の皆さん何かございませんか。 

村上委員： 

 三沢飛行場への一時展開という説明ですが、一時展開ということは１回で終わりで

すか。この文章から行くと毎年くると…。この辺が納得できないのですが…。常時で

はないから一時展開と言われればそれまでなんですが、これは要するに、今後継続し

て毎年来ると…。毎年展開してくるという認識でよろしいですか。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 一時展開ということで、毎年５月から１０月頃にかけて三沢基地のほうに展開する

ということで防衛省のほうから連絡をいただいております。 

種市会長： 

ほかにございませんか。 

平内委員： 

 新聞報道によれば、日本でもグローバル・ホークを平成２６年度に配備をするとい

うことが新聞に出ておりました。その関係はどうなんですか。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 今、平内委員さんのほうからありました航空自衛隊でも無人偵察機を導入するとい

う考えがあるようですが、はっきりした展開場所とか配備場所につきましては、未定

のようでございます。 

平内委員： 

 もし三沢基地以外に配備されることになった場合にも、このグアム基地の一時展開

が、これからも長く三沢基地に展開されて行くものなのかどうかその辺はどうですか。 

中西政策財政部長： 

 平内委員おっしゃったとおりの状況も十分可能性としてはゼロということはあり

得ないと思います。ご存知のとおり、今の尖閣周辺の問題、中国とか北朝鮮のミサイ

ル問題、その年どしでいろんな情勢が起こり得る可能性がございます。それにあって、

そういったグローバル・ホークに限らず、部隊の運用方法とか、そういったもろもろ

のものは変更になってくる可能性がありますので、将来についてはちょっと読めない

という実情もございますし、その都度、三沢市としての最善の対応をしてまいりたい

と考えてございます。以上です。 

種市会長： 



 あとはございませんか。 

（一定時間の経過） 

種市会長： 

 質問がないようでございますので、続いて、本件に関して委員の皆さんからのご意

見があればお伺いしたいと思います。委員の皆さん何かございませんか。 

（一定時間の経過） 

種市会長： 

 どうぞ忌憚のないご意見をお願いします。 

河村委員： 

 この資料を見ると、先般の審議会に比べ、住民対策への声がちょっと小さくなって

いるような気がするんですけれど、これをあわせて声を上げるべきではないでしょう

か。これは意見です。先般よりトーンが下がっているので…。 

種市会長： 

 あとほかに委員の方、何かございませんか。 

（一定時間の経過） 

種市会長： 

 ないようですので、私のほうから…。今回の無人偵察機の一時展開に関しましても、

先般の訓練移転の拡充と同様に、各種団体、市議会の基地対策特別委員会、そして当

審議会へ説明等をされてきたわけであります。先般も申し上げましたが、市におかれ

ましては、各種団体や市民の代表である市議会のご意見、さらには当審議会における

意見を踏まえつつ、総合的に判断していただきたいと思います。付け加えるとすれば、

騒音については、Ｆ１６やＦ２に比べ、低いという説明ではありますが、国内では初

の運用、さらには無人偵察機ということもありますので、特に、安全飛行の徹底につ

いて、強く米側に求めていただきたいと思います。私からは以上でございます。よろ

しくお願い申し上げます。 

中西政策財政部長： 

 ここで私のほうから、補足の状況説明を若干させていただきたいと思いますがよろ

しいでしょうか。 

種市会長： 

 グローバル・ホークの件ですか。 

中西政策財政部長： 

 市民の方々への説明に関する手法の件で、先ほど、市議会の特別委員会のほうでご

意見を賜りましたので、今後の方針を若干ご説明させていただきたいと思います。 

種市会長： 

 委員の皆さんよろしいでしょうか。 

 （「はい」の声あり。） 

種市会長： 

 じゃあ中西部長お願いします。 



中西政策財政部長： 

 お時間をちょっといただきます。先ほど平出課長のほうからも市内６団体への説明

と、三沢市民の方々の代表でございます市議会、そちらの担当といたしまして基地対

策特別委員会の委員の方々のご意見を賜って、その結果、三沢市としての考えを述べ

させていただくというのが、従来、ずっと踏襲してきた一つの方法でございます。そ

ういったことで先ほどもご説明申し上げたのですが、一部の議員の方から、「もっと

広く、市民の方の意見を聞くべきではないのか。きめ細やかに聞くべきではないの

か。」というご意見がございまして、幾らかでもそういったご意見を尊重するように

ということで、もうちょっと、いろいろ説明申し上げる団体を次回以降増やせないか

という考えをもって検討してまいりたいと思ってございます。そういったこともござ

いまして、今後このような審議会にご説明する際には、従来とはまた違った形になり

得るかもしれませんが、その際は改めてご説明申し上げたいと思いますのでよろしく

お願い申し上げます。 

種市会長： 

 了承いたしました。次に三沢基地に関わる諸報告について、事務局から説明をお願

いしたいと思います。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 それでは昨年度の審議会で報告させていただいた以後、平成２４年１１月 1日から

平成２６年２月末日までの、主な訓練、事件・事故状況、また、それらに対する三沢

市の対応についてご説明させていただきます。お手元の資料３、三沢基地に関わる諸

報告に沿ってご説明いたします。資料の１頁をご覧いただきたいと存じます。はじめ

に、三沢基地における主な訓練の実施状況等についてであります。まず、米軍による

デモフライトにつきましては、この訓練につきましては、年度を通して実施されてお

り、平成２４年１１月から翌年３月までに２１回、２５年度になってからは４月から

９月まで予算削減の影響もあり訓練がなされませんでしたが、１０月から現在までで

１２回実施され、合わせて３３回となっており、市民の皆様からは１４件の苦情が寄

せられているところであります。次に自衛隊によるナイトフライトについてでありま

す。この訓練につきましても年度を通して実施されており、平成２４年１１月から３

月までに３７回、２５年度になってからは２月末までに８２回実施され、合わせて１

１９回でございまして、市民の皆様から１６件の苦情が寄せられているところでござ

います。次に米軍によるナイトフライトについてでございます。この訓練につきまし

ても、年度を通して実施されているところでありますが、米軍からの通告がないこと

と、自衛隊のナイトフライトやスクランブルとの識別がつかないことから、実施回数

や苦情件数等については確定することができませんのでご了承いただきたいと存じ

ます。続きまして、米軍による作戦即応態勢演習についてであります。この訓練につ

きましては、平成２４年１２月３日から１２月５日までの３日間、平成２５年３月１

８日から３月２２日までの５日間、平成２５年６月１２日から６月１９日までの８日

間、平成２５年１０月２日から１０月１０日までの９日間、平成２６年１月２１日か



ら１月２９日までの９日間実施され、市民の皆様からは計１０件の苦情が寄せられて

いるところでございます。次に日米共同統合演習についてでございます。この訓練に

つきましては、平成２４年１１月５日から１１月１６日までの１２日間実施され、市

民の皆様からの苦情につきましては特にございませんでした。次に米軍による夜間離

着陸訓練についてであります。この訓練につきましては、平成２５年６月８日から６

月２４日まで、硫黄島で行われる訓練の予備基地として、三沢基地が指定されたとこ

ろでございましたが、予定通り硫黄島で行われ、三沢基地での実施はございませんで

した。次に三沢対地射爆撃場の時間繰下げ訓練についてであります。この訓練につき

ましては、平成２５年５月７日から５月２３日までの間に５日間実施、平成２５年７

月２２日から８月１日までの間に１日実施、平成２５年９月３日から９月１２日まで

の間に６日間の実施が確認されており、市民の皆様からの苦情が９件寄せられたとこ

ろでございます。次に航空自衛隊による北部航空方面隊総合演習についてであります。

この訓練につきましては、平成２５年６月３日から６月５日までの３日間実施された

ところでございますが、市民の皆様から３件の苦情が寄せられているところでござい

ます。次に米軍の使用済み訓練弾の爆破処理についてであります。この爆破処理は不

定期に実施され、平成２４年１１月から平成２６年２月までに計１６回行われており、

市民の皆様からは２件の苦情が寄せられております。次に、同じく米軍の爆破訓練に

ついてでありますが、この訓練も不定期に実施されており、平成２４年１１月から平

成２６年２月までに爆破訓練が計５回実施されております。最後に自衛隊の航空機救

難消火訓練であります。この訓練につきましても、不定期に実施されており平成２５

年４月から平成２６年２月末までに計５回が実施されております。以上が平成２４年

１１月から平成２６年２月末日までの、三沢基地における主な訓練の実施状況等につ

いてでございます。２頁から３頁にかけて、市が行った対応について記載させていた

だきましたが、米軍が行うデモフライトと夜間離着陸訓練については、絶対反対の立

場で、その都度、米軍並びに防衛省に対し、中止要請をしているところであります。

また、そのほかの各種訓練等につきましては、安全飛行の徹底はもちろんのこと、市

民生活へ最大限配慮するように強く要請しているところであります。次に資料３頁後

段をご覧いただきたいと思います。米軍人等による不祥事についてご説明申し上げま

す。米軍人等による不祥事については平成２４年１１月から平成２６年２月末まで、

２件発生しております。１件目は、平成２４年１２月１日午前２時３０分頃、三沢基

地所属の空軍人が、運転中の車両を八戸市の民家のブロック塀及び電話柱に衝突、炎

上させ、警察に報告しなかったため、道路交通法違反で送致されました。２件目は、

平成２５年７月５日午前０時３３分頃、三沢基地所属の陸軍人が、三沢市美野原１丁

目３番地７号付近道路にて自損事故を起こした際、飲酒が認められたため、午前１時

３分、現行犯逮捕されたものでございます。これらの事件への三沢市の対応について

でありますが、２件とも三沢防衛事務所より情報を入手後、基地安全対策連絡調整会

議議長名で、米軍三沢基地司令官及び東北防衛局長に対し、教育の再徹底を求める要

請行動を行っております。２件目の７月５日の事件に関しては、夜間外出禁止令中の



事件ということもあり抗議、要請を行いました。次に４頁をご覧いただきたいと思い

ます。航空機による事故等についてご説明申し上げます。航空機による事故等につい

ては、平成２４年１１月から平成２６年２月末まで５件発生しております。１件目は、

平成２５年４月２３日、米軍三沢基地所属Ｆ１６戦闘機が日本海側の訓練エリアで、

１５センチメートル四方のパネルを欠落したことを帰投後に確認したというもので

あります。続いて２件目は、平成２５年８月６日、米軍三沢基地所属Ｆ１６戦闘機が

滑走路上でパンクしたため、約３０分間滑走路が閉鎖されました。民航機に影響はあ

りませんでしたが、訓練中の米軍三沢基地所属Ｆ１６戦闘機６機が八戸飛行場に目的

地変更着陸をしております。３件目は、平成２６年１月２０日、航空自衛隊三沢基地

所属Ｆ２支援戦闘機が帰投後、ドラッグシュートの一部を亡失しているのを確認した

というものであります。４件目は、平成２６年１月２１日、航空自衛隊三沢基地所属

早期警戒機Ｅ２Ｃが沖縄本島西の東シナ海上空で、機体から煙のようなものを確認し、

緊急着陸したというものであります。５件目は、平成２６年２月１２日、訓練中の米

軍三沢基地所属Ｆ１６戦闘機のエンジンに異常を感じ、マニュアルに従い三沢基地よ

り北東約４０キロメートルの太平洋上において、空の燃料タンクを投棄したというも

のでございます。これらの事故への市の対応でありますが、基地安全対策連絡調整会

議議長名で４月２４日のＦ１６のパネル欠落と、８月６日のＦ１６のパンクについて

は、米軍三沢基地司令官及び東北防衛局長に対して、１月２１日のＥ２Ｃの機体の不

具合については、航空自衛隊三沢基地司令に対して整備点検の徹底を口頭で要請して

おります。１月２０日のドラッグシュートの亡失については、同日、基地安全対策連

絡調整会議議長名で航空自衛隊三沢基地司令に対し、原因究明と再発防止を文書で要

請しております。２月１１日のＦ１６燃料タンク投棄については、基地安全対策連絡

調整会議議長名で、米軍三沢基地司令官及び東北防衛局長に対して、原因究明と徹底

した整備点検、再発防止を文書で要請しております。以上が平成２４年１１月１日か

ら平成２６年２月末日までの主な訓練、事件・事故状況と三沢市の対応の報告でござ

います。５頁以降には参考資料として、ただ今の報告に関する新聞記事のスクラップ

を添付させていただきましたので、参考としていただければ幸いでございます。以上

でございます。 

種市会長： 

 それではただ今の説明に対して質疑等を行いたいと思います。委員の皆さん何かご

ざいませんか。 

河村委員： 

 ３点ほど確認です。１頁の下から２行目、爆破訓練ですが、これ５回という説明だ

ったんですけれど、どっちが正しいですか。資料は９回、説明では５回でしたが。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 申し訳ございません。私、５回と説明いたしましたが９回でございます。 

河村委員： 

 次は３頁の米軍人等の不祥事についての、最初の月日、２４年１２月４日、この月



日はどういう月日ですか。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 この１２月４日の件につきましては、この安全運転義務違反の事故が１２月１日に

発生いたしまして、それに伴っての要請を１２月４日に行ったというものでございま

す。 

河村委員： 

 要請がちょっと遅いですね…。次に４頁の一番最後の行なんですけれども、そこの

月日の件での説明ですけれど、資料が２月１１日、説明が２月１２日だったんですけ

れど、どちらが正しいですか。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 今年の２月１１日、祭日に連絡を受けまして、情報収集に努めまして、翌日１２日

に行動を起こしたということでございます。 

河村委員： 

 そうすれば、この資料の月日は事故の月日で、説明した月日は要請の月日という解

釈でよろしいんですね。 

平出政策財政部参事兼基地渉外課長： 

 はいそうです。 

種市会長： 

 ほかにございませんでしょうか。 

 （一定時間が経過） 

種市会長： 

 ないようですので、三沢基地に関する諸報告については、これで終えたいと思いま

すがよろしいですか。 

 （「はい」の声あり。） 

種市会長： 

 私からは以上でございます。委員の皆さん、大変ありがとうございました。 

基地渉外課（河村）： 

以上で本日の予定は全て終了いたしました。これをもちまして三沢市基地対策審議

会を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

終了時間 午後２時４４分 


